
最近の治水事業の取り組みについて

平成１４年５月２１日

国土交通省河川局

資料ー １ ー１



河川審議会中間答申（平成１２年１２月１９日）
「流域での対応を含む効果的な治水の在り方について」

�ダムや連続堤防などの通常の河川改修は、引き続き着実に実施。
�しかし、都市化による土地利用の激変や異常降雨の頻発により、通常の河川改
修のみによる対応では限界が生じている地域がある。

�流域対策等の新たな方策を導入し、治水対策のメニューを多様化。
�地域の選択肢を増やし、地域や河川の特性にマッチしたより効果的な治水対策
を実施。

�ダムや連続堤防などの通常の河川改修は、引き続き着実に実施。
�しかし、都市化による土地利用の激変や異常降雨の頻発により、通常の河川改
修のみによる対応では限界が生じている地域がある。

�流域対策等の新たな方策を導入し、治水対策のメニューを多様化。
�地域の選択肢を増やし、地域や河川の特性にマッチしたより効果的な治水対策
を実施。
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�ハザードマップ作成・公表　等　
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土地利用規制と合わせた治水対策
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・浸水区域での住居建築等の規制
　　　→　災害危険区域として指定

・家屋の治水対策
　　　→　輪中堤や宅地嵩上げ
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土地利用を考慮した治水対策

もももも がみがみがみがみ

最上川河川整備計画（案）最上川河川整備計画（案）最上川河川整備計画（案）最上川河川整備計画（案）

・戦後最大規模のS42．８洪水または
　　S44．８洪水を対象　　　　　　　　　　

　　　　→　３０年に１度の安全度

・計画堤防高　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 →　完成堤、HWL堤

宅　地宅　地宅　地宅　地

・H９．６洪水を対象　　　　　　　　　　　

　　　→　１０年に１度の安全度

・計画堤防高　　　　　　　　　　　　　　　
　　　→　現況保全、小堤

農耕地農耕地農耕地農耕地



河川審議会答申（平成１１年８月５日）
「河川における今後の情報化に向けた施策はいかにあるべきか」

１．被害の最小化に向けた情報提供

１）河川に関するデータの一元的管理および提供体制の確立
２）情報の網羅性の確保
３）情報のわかりやすさの向上
４）情報提供ルートの多様化
５）平常時からの災害情報提供の充実
６）防災計画における河川情報の収集・提供に関する内容の充実

２．地域と河川の関係を再構築するための情報提供

１）環境、歴史・文化に関する情報の充実
２）画像情報や体験型の情報提供による河川に対する住民の関心の喚起
３）地域の住民が主体的に河川に関わるための支援
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ＩＴを活かした迅速な危機管理と的確な情報提供



ＮＨＫのニュースで放送ＮＨＫのニュースで放送ＮＨＫのニュースで放送ＮＨＫのニュースで放送

平成１３年９月台風１５号平成１３年９月台風１５号平成１３年９月台風１５号平成１３年９月台風１５号

インターネットや携帯端末を利用しインターネットや携帯端末を利用しインターネットや携帯端末を利用しインターネットや携帯端末を利用し

た河川情報の提供た河川情報の提供た河川情報の提供た河川情報の提供

様々な手段を活用した防災情報等の提供

災害時における被害の軽減や平常時の河川利用の促進等を目的とし、光ファイバー
網や監視カメラの設置など、ハード整備を進めると共に、収集した防災情報等をＴＶや
インターネット、携帯端末など様々な手段を活用し提供するなどソフト的対策を実施。



携帯端末を利用した河川情報の提供
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ｉモードにより、リアルタイムの河川情報を提供

例：レーダ雨量情報例：レーダ雨量情報例：レーダ雨量情報例：レーダ雨量情報

アクセス状況

ダムから放流する危険があります



ワ ーク ステ ーショ ン

・情報配信の統一窓口
・データ所在地情報の検索
・ヘルプディスク　等

水情報国土について

地方整備局本省 事務所・出張所 気象庁 NHK等

都道府県 市町村
（一部）

市町村

河川管理者 一般ユーザー 会員ユーザー
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　河川基盤地図
　水文水質データ

　環境データ
　浸水想定区域図

　河川現況台帳
　水利台帳
　水質事故マップ

　　　　　　　　　　等

・・・・データを一元的に公開データを一元的に公開データを一元的に公開データを一元的に公開

・データの品質管理・データの品質管理・データの品質管理・データの品質管理

・データの安全性の確保・データの安全性の確保・データの安全性の確保・データの安全性の確保

データ管理センターの設置データ管理センターの設置データ管理センターの設置データ管理センターの設置



水情報国土の整備による行政サービスの向上

きめ細かな防災情報 実況

総合的な学習への支援 河川の利用促進 迅速な水質事故対応

危険物取扱所マップ

水路網図

水路構造データ

水質水文データベース

影響予測・対策



「ハードのみ」から「ハード・ソフト両面」へ

災害をハード対策で押さえ込むばかりではなく、災害が起きやすい所に人や資産を誘導しないた
めの規制的措置や、「災害」が起きても、「被害」を最小化するようなソフト対策を、徹底的に展開

このような箇所を「土砂災害特別警戒区
域」等に指定することにより、被害の拡大
を未然防止し、あるいは住宅等の立地の
進行に伴い新たにハード対策が必要とな
るといった事態を防止する

●洪水ハザードマップの普及効果事例●洪水ハザードマップの普及効果事例●洪水ハザードマップの普及効果事例●洪水ハザードマップの普及効果事例
　見ている人の方が避難開始時間が約１時間早い

ハザードマップを
見た人

ハザードマップを
見ていない人

約1時間

ハザードマップの整備により、
いざというときに、住民や関係
行政機関の的確な行動を支援



水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度0.20.20.20.2未満未満未満未満
（浸水の恐れは
　ほとんど無い）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度0.20.20.20.2～～～～0.50.50.50.5
（300年前後に１度、
床下浸水が起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度0.50.50.50.5～～～～1.51.51.51.5
（200年前後に１度、
床下浸水が起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度1.51.51.51.5～～～～4444
（100年前後に１度、
床下浸水が起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度4444～～～～10101010
（200年前後に１度、
床上浸水が起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度10101010～～～～25252525
（100年前後に１度、
床上浸水が起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度25252525～～～～50505050
（50年前後に１度、
床上浸水が起きる程度

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度50505050～～～～75757575
（30年前後に１度、
床上浸水が起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度75757575～～～～100100100100
（深さ２ｍの浸水が50年
前後に１度起きる程度）

水害危険度水害危険度水害危険度水害危険度100100100100以上以上以上以上
（深さ２ｍの浸水が30年
前後に１度起きる程度）

水害危険度
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レベル７
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レベル９

レベル10

イメージ図

○下図のようなリスク情報を、順次開示○下図のようなリスク情報を、順次開示○下図のようなリスク情報を、順次開示○下図のようなリスク情報を、順次開示

水害リスク情報



ソフト対策とハード対策による効率的なソフト対策とハード対策による効率的なソフト対策とハード対策による効率的なソフト対策とハード対策による効率的な
土砂災害対策の実施土砂災害対策の実施土砂災害対策の実施土砂災害対策の実施

砂防施設整備を進めるとともに、災害情報の迅速な提供や宅地の立地
　抑制などのソフト対策を実施することで、効果的な事業の展開を図る。

光ファイバー網に
よる情報の高速大

量通信

監視カメラによる
画像データの入手

土砂災害防止法
による立地規制

砂防施設による　　
ハード対策

（砂防えん堤・山腹工）

警戒避難体制の
整備

住民と行政との　
相互通報システム

行政



都市の拡大と土砂災害都市の拡大と土砂災害都市の拡大と土砂災害都市の拡大と土砂災害

1966196619661966 1974197419741974 1986198619861986 1999199919991999

航空写真で見た宅地開発
の現状（広島市佐伯区）

都市部における市街地のスプロール化の進展により、土砂災害の危険性が急激に高まっている。都市部における市街地のスプロール化の進展により、土砂災害の危険性が急激に高まっている。都市部における市街地のスプロール化の進展により、土砂災害の危険性が急激に高まっている。都市部における市街地のスプロール化の進展により、土砂災害の危険性が急激に高まっている。

広島市屋代川災害
　（平成１１年６月）

【死者３名、全半壊２２戸】

流木を伴った土石
流により広範囲に被
害が及んだ。

住宅地の被災状況（広島市屋代川）
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図．河川事業（補助）における箇所当たり事業費の推移 図．ダム事業数の経年変化

・進めるべき事業に徹底した重点投資を実施
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既存ダムの徹底活用による治水・利水機能の向上
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貯水池容量の効率的な再配分



東海豪雨の際の矢作川上流域における土砂崩壊と流木

植生・樹冠の各区分毎における面積率と新規崩壊地面積率の関係植生・樹冠の各区分毎における面積率と新規崩壊地面積率の関係植生・樹冠の各区分毎における面積率と新規崩壊地面積率の関係植生・樹冠の各区分毎における面積率と新規崩壊地面積率の関係
資料：国土交通省中部地方整備局多治見工事事務所作成資料より

平成１２年９月東海豪雨
　　　やりがいり　　
　　槍ヶ入雨量観測所　５９６mm/2日（1/200）

　　新規崩壊面積　　　 ６９６ha(矢作川上流域)

　　　流木の処理量　　　３５，０００m3 (矢作ダム)
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植生別面積率（％） 新規崩壊地面積率（％）

矢作ダムに流入した流木の状況矢作ダムに流入した流木の状況矢作ダムに流入した流木の状況矢作ダムに流入した流木の状況

伐採跡地の崩壊状況伐採跡地の崩壊状況伐採跡地の崩壊状況伐採跡地の崩壊状況　　　
（長野県下伊那郡根羽村　井戸入）
　

※新規崩壊地面積率＝新規崩壊地面積／流域面積



IPCCの第三次評価報告書によるとの第三次評価報告書によるとの第三次評価報告書によるとの第三次評価報告書によると

2100年には、年には、年には、年には、1990年と比較して、年と比較して、年と比較して、年と比較して、

世界の、世界の、世界の、世界の、

　　　　平均気温が平均気温が平均気温が平均気温が1.4～～～～5.8度の上昇度の上昇度の上昇度の上昇する見通しする見通しする見通しする見通し

　　　　海面水位が海面水位が海面水位が海面水位が9～～～～88cmの上昇の上昇の上昇の上昇する見通しする見通しする見通しする見通し

気候変動に関する予測



エルニーニョ現象の発生と水害状況

エルニーニョ　エルニーニョ　エルニーニョ　エルニーニョ　
現象発生年現象発生年現象発生年現象発生年

　　　　●　　　●　　　　　　●　●　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　　●　●　　　　　　　●　●　●　　　　　　　　●　●

エルニーニョ現象エルニーニョ現象エルニーニョ現象エルニーニョ現象
発生年平均発生年平均発生年平均発生年平均

エルニーニョ現象エルニーニョ現象エルニーニョ現象エルニーニョ現象
非発生年平均非発生年平均非発生年平均非発生年平均

エルニーニョ現象発生年と非発生年の比較エルニーニョ現象発生年と非発生年の比較エルニーニョ現象発生年と非発生年の比較エルニーニョ現象発生年と非発生年の比較

水害被害額（億円／年)
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